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容
で
１
日
１
万
本
（
２
合

瓶
）
を
生
産
。
年
間
売
上

は
約
13
億
円
。
売
上
構
成

は
ポ
ン
ズ
が
80
％
を
占

め
、
15
％
が
う
ど
ん
だ

し
、
５
％
が
そ
ば
つ
ゆ
で

あ
る
。
昭
和
50
年
（
１
９

７
５
年
）
に
建
設
さ
れ
た

現
在
の
３
階
建
て
工
場
は

狭
隘あ

い

化
し
て
い
る
た
め
、

対
面
に
新
工
場
を
建
設
す

る
。
生
産
能
力
ア
ッ
プ
と

れ
、
地
方
向
け
に
も
対
応

し
て
い
る
」
と
全
国
展
開

を
視
野
に
攻
め
る
。
ネ
ッ

ト
通
販
の
ヨ
コ
系
が
強
く

な
っ
て
き
て
い
る
な
か
、

「
地
方
特
産
の
果
汁
が
使

わ
れ
た
も
の
が
怖
い
」
け

れ
ど
も
「
こ
だ
わ
っ
て
も

ら
え
ば
よ
い
」
と
言
う
。

他
方
、
高
田
智
至
工
場
長

は
「
伝
統
を
守
る
こ
と
も

大
事
、危
機
感
を
持
っ
て
、

時
代
に
あ
わ
せ
て
新
し
い

こ
と
を
勉
強
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
的
だ
。

増
産
の
た
め
の
新
工
場
建
設
中

　

従
業
員
25
人
（
う
ち

た
。
ポ
ン
ズ
な
ど
は
自
然

の
素
材
を
使
う
の
で
生
産

量
が
変
動
す
る
た
め
苦
労

す
る
と
こ
ろ
だ
が
「
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
傷
を
つ

け
た
く
な
い
の
で
値
段
は

一
定
に
保
ち
た
い
」
と
高

田
雅
規
専
務
は
強
調
し

た
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
が
急
拡
大

し
て
い
る
な
か
、「
ホ
ー

し
た
。
現
在
は
徳
島
か
ら

仕
入
れ
て
い
る
酢
橘
や
柚

子
、
柚
香
を
生
絞
り
し
て

い
る
」。
売
れ
筋
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
秘
密
は
柚
子
な

ど
天
然
素
材
が
丸
ご
と
入

っ
た
味
わ
い
に
あ
る
よ
う

だ
。

こ
だ
わ
り
を
大
事
に
挑
戦
し
た
い

　

ブ
ラ
ン
ド
力
も
つ
い

年
）
に
株

式
会
社
化

し
現
在
に

至
る
。

旭
ポ
ン
ズ

開
発
秘
話

　

ポ
ン
ズ

を
つ
く
り

だ
し
た
経

緯
に
つ
い

て
高
田
社

長
は
「
そ

う
め
ん
や

冷
や
麦
の
だ
し
は
６
～
８

月
が
超
繁
忙
期
で
、
冬
場

は
閑
に
な
り
何
と
か
し
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
」

と
明
か
す
。「
て
っ
ち
り

の
〝
づ
ぼ
ら
や
〟
に
よ
く

行
っ
た
。
持
ち
帰
り
や
土

産
に
つ
い
て
い
た
ポ
ン
ズ

を
家
庭
用
に
つ
く
れ
ば
流は

行や

る
だ
ろ
う
と
考
え
た
」

の
が
発
想
の
原
点
だ
。「
中

央
市
場
で
ス
ダ
チ
を
仕
入

れ
て
絞
っ
た
。
天
然
も
の

を
素
材
に
し
た
の
が
成
功

（
１
９
５
３
年
）に
現
在
の

商
号
「
旭
食
品
」
に
変
更

し
、こ
ん
ぶ
や
か
つ
お
節
、

ス
ル
メ
や
イ
ワ
シ
の
混
合

節
な
ど
を
使
用
し
た
「
う

ど
ん
だ
し
の
素
」（
10
倍

用
）
と
「
そ
ば
つ
ゆ
の
素
」

（
３
倍
用
）
を
製
造
販
売
。

昭
和
40
年（
１
９
６
５
年
）

か
ら
酢す

橘だ
ち
や
か
ん
き
つ
類

を
用
い
た
酢
と
ポ
ン
ズ
の

研
究
を
始
め
、
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
年
）
に
天
然

原
料
を
使
用
し
た
「
旭
ポ

ン
ズ
」
を
商
品
化
し
た
。

　

平
成
元
年
（
１
９
８
９

　

高
田
悦
司
社
長
の
父
・

高
田
耕
治
さ
ん
は
太
平
洋

戦
争
に
従
軍
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
領
レ
ン
バ
ン
島
で
の

抑
留
生
活
か
ら
昭
和
21

年
（
１
９
４
６
年
）
大
阪

に
帰
還
、
同
23
年
（
１
９

４
８
年
）
に
結
婚
を
機
に

太
子
乾
麺
所
を
設
立
、
製

粉
・
う
ど
ん
・
そ
う
め
ん
・

は
っ
た
い
粉
の
製
造
販
売

を
始
め
た
。
２
代
目
の
現

社
長
は
「
商
品
の
マ
ー
ク

の
デ
ザ
イ
ン
や
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は
父
親
の
ア
イ
デ

ア
」
と
言
う
。
昭
和
28
年

　旧奈良街道（国道 25
号）の太子堂から柏原方
向に向かうと「食べて
びっくり　各種だし全般　
優れた風味　完全味付
け」のレトロ調看板が目
に入る。　
　株式会社旭食品（八尾市南太子堂６
―３―49）は来年６月に創業 70 年を
迎える。うどんはだし、そばはつゆ、
鍋にはポンズと庶民の和食文化に欠か
せない品。時節柄ポンズの出荷に忙し
い朝、高田悦司社長（65）と長男・高
田雅規専務（35）、三男・高田智至工
場長（27）を取材した。

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･ 八尾
柏原の地域紙

6932

記
念
講
演
会 

祝
賀
の
宴

楽
し
く
倫
理
を
学
び
実
践

食
べ
て
び
っ
く
り旭

ポ
ン
ズ
、 う
ど
ん
だ
し
、 そ
ば
つ
ゆ

経
済
発
展
で
大
阪
を
元
気
に

ひ
と筋

　70
年

お
礼
を
述
べ
る
西
野
し
げ
る
府
議

左からうどんだしの素、旭ポンズ、そばつゆの素

左から高田雅規専務、高田悦司社長、高田智至工場長

お礼の挨拶を述べる武知歳弘会長

心を込めてネイルを施す東恵子さん

ここで旭ポンズがつくられている

代
表 

寺
下
桂
子
さ
ん

株式会社 旭食品

西野しげる府議
グランド・ナイトで決意

東大阪市倫理法人会

設立20周年

体も心もリフレッシュ

内
科・心
療
内
科・皮
膚
科

八
尾
市
荘
内
町
２―

２―

36

☎
０
７
２―

９
９
０―

５
３
３
１

（
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

2017・12・15

　
「
お
前
も
か
！
」
と
言
い
た
い
。
神
戸

製
鋼
所
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
に
次
い
で
、

経
団
連
会
長
の
東
レ
で
子
会
社
の
製
品

デ
ー
タ
改
ざ
ん
が
発
覚
し
た
。
他
社
の

改
ざ
ん
問
題
で
「
信
頼
が
揺
ら
ぎ
か
ね

な
い
深
刻
な
事
態
」
と
批
難
し
た
翌
日

の
こ
と
だ
。

　

日
本
の
製
造
業
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
品
質
管

理
（
デ
ミ
ン
グ
賞
、
Ｔ
Ｑ
Ｍ
）
手
法
を
学
び
世
界

に
誇
る
品
質
を
築
き
、
世
界
的
な
競
争
力
を
獲
得

し
て
き
た
。
神

鋼
と
東
レ
の
素

材
製
品
は
国
内

外
の
自
動
車
、
航
空
機
、
新
幹
線
、
原
発
、
防
衛

装
備
品
分
野
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

に
髙
い
評
価
を
貶
め
る
責
任
は
大
き
い
。

　

神
鋼
の
社
長
は
「
現
場
に
権
限
を
委
譲
し
て
き

た
か
ら
」「
技
術
者
が
勝
手
に
判
断
し
た
か
ら
」

と
部
下
の
せ
い
に
し
た
。「
社
長
！　

そ
れ
は
違

う
だ
ろ
！
」。
権
限
は
委
譲
し
て
も
責
任
は
残
る
。

「
任
せ
た
自
分
」
が
悪
か
っ
た
の
だ
。
役
員
会
で

報
告
済
み
だ
っ
た
と
言
う
。独
立
社
外
取
締
役（
経

産
省
の
元
幹
部
や
主
力
銀
行
の
元
役
員
な
ど
）
は

不
正
を
い
さ
め
、
調
査
や
対
策
を
述
べ
た
の
か
。

な
け
れ
ば
不
作
為
の
罪
は
大
き
い
。

　

関
所
で
あ
る
検
査
や
品
質
保
証
部
門
で
の
改
ざ

ん
は
品
質
軽
視
・
利
益
優
先
だ
。
現
場
で
は
「
上

か
ら
の
指
示
だ
」
と
言
わ
れ
面
従
腹
背
。
正
義
感

の
強
い
人
が
掲
示
板
に
書
き
込
む
こ
と
で
不
条
理

さ
を
訴
え
た
の
だ
ろ
う
。　

　

上
場
企
業
は
金
融
庁
、
証
券
取
引
所
、
独
立
会

計
法
人
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
日
本
工
業
規
格
）
の
ほ
か
Ｉ

Ｓ
Ｏ
認
証
な
ど
で

縛
ら
れ
て
い
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統

率
す
る
、
治
め
る
）
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
倫

理
、
法
・
ル
ー
ル
に
従
う
、
守
る
）
は
手
続
中
心

で
形
式
化
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ご
ま

か
し
や
す
い
。
経
団
連
会
長
は
１
、
５
０
０
の
会

員
に
対
し
て
不
正
事
案
の
調
査
と
法
令
や
契
約
順

守
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
か
と
言
う
こ
と
が
な
い

こ
と
を
願
う
。
経
営
者
の
質
と
経
営
の
質
を
高
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
日
本
の
品
質
力
は

神
話
に
な
り
か
ね
な
い
。

晴耕雨読

経
営
陣
の （
品
） 質
を
問
う

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の マツモラ健康塾開校のお知らせ
プログラムは毎月変わります。ぜひ毎回ご参加ください。

毎月第　 ・第　 土曜日 開催2 4

病気を引き起こす前に
予防を目的とした健康塾です

様々な参加型プログラム・測定を
お楽しみいただけます

糖尿病・痛風と高尿酸血症
花粉症・睡眠時無呼吸

認知症チェック・認知症予防パズル
脳の開発に役立つパズルなど盛りだくさん

〒581-0005  八尾市荘内町 2-2-36
TEL 072-925-3450　携帯 090-1020-2682

代表  松茂良 興治

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風
14 時開講（16時終了予定）

マツモラ健康塾主催

八尾市文化会館
プリズムホール

八尾徳洲会
総合病院

エイブル

ゲオ八尾店 ソフトバンク

近鉄八尾駅

174174

桜ケ丘 2丁目

青山町

参
加
費

無 

料

さんぽうクリニックにて開催
※八尾徳洲会総合病院西側
　（青山通り沿い）

株式会社 旭食品
代表取締役　高田悦司

八尾市南太子堂6丁目 3番 49号
☎ 072-922-5357　FAX 072-991-5455

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

　

こ
こ
に
い
る
だ

け
で
心
が
ほ
っ
こ

り
す
る
―
。
そ
ん

な
場
が
近
鉄
河
内

小
阪
駅
前
に
あ
る
。

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

サ
ロ
ン
Ｂ
ｏ
ｎ
ｉ

ｔ
ｏ
（
ボ
ニ
ー
ト
）

だ
。
ネ
イ
ル
か
ら
岩
盤
浴
（
ス
ト
ー
ン
ス
パ
）
ま
で
す
べ

て
揃
っ
て
お
り
、
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。

　

代
表
の
寺
下
桂
子
さ
ん
（
50
）
は
子
ど
も
に
あ
ま
り
手

が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
32
歳
の
と
き
ネ
イ
ル
の
勉
強
を
始

め
る
。
そ
し
て
、
技
術
を
磨
き
39
歳
で
開
業
。
今
か
ら
11

年
前
だ
。
家
庭
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
う

ま
く
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
寺
下
さ
ん
の
人
柄
だ
ろ
う
。

返
り
エ
ス
テ
）、

エ
ク
ス
ト
ロ
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
デ
コ
ル
テ

マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
。
ボ
デ
ィ

ー
で
は
ア
ロ
マ

ボ
デ
ィ
ー
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
、

背
中
・
デ
コ
ル

テ
・
二
の
腕
の
集
中
ケ
ア
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ

ー
。
フ
ッ
ト
ケ
ア
（
角
質
コ
ー
ス
）
も
あ
る
。

  

こ
の
と
こ
ろ
人
気
な
の
が
、
ま
つ
毛
エ
ク
ス

テ
。
美
容
師
資
格
者
が
行
う
の
で
、
安
心
で
き

る
。

  

毎
月
２
、
３
回
ボ
ニ
ー
ト
に
通
う
女
性

（
46
）
は
「
こ
こ
に
来
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

も
ら
え
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。 ＝国際エステティック協会認定＝

東大阪市小阪本町１−１−３０
TEL 06-6722-3880
※完全予約制、女性限定

エステティックサロン
Bonito （ボニート）

　
東
大
阪
市
倫
理
法

人
会
（
武
知
歳
弘
会

長
）
の
設
立
20
周
年

記
念
講
演
会
お
よ
び

祝
賀
の
宴
が
11
月
20

日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪

市
天
王
寺
区
上
本
町

６
）
で
開
か
れ
、
会

員
ら
約
１
４
０
人
が

参
加
し
た
。

出
」
と
題
し
て
こ
の
20
年

を
振
り
返
っ
た
。
佐
藤
さ

ん
は
同
会
の
４
代
目
会
長

を
務
め
、
会
の
発
展
に
力

を
尽
く
し
た
。

　

祝
賀
の
宴
で
は
歴
代
会

長
（
初
代
会
長
は
他
界
し

た
た
め
専
任
幹
事
）
が
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出

を
語
っ
た
。
現
会
長
の
武

知
さ
ん
は
８
代
目
。
８
人

　

記
念
講
演
会
は
一
般
社

団
法
人
倫
理
研
究
所
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
佐
藤
福

男
さ
ん
（
64
）
が
「
思
い

の
共
通
点
は
「
楽
し
く
純

粋
倫
理
を
学
び
実
践
す

る
」。
こ
れ
が
同
会
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
と
な
り
、
会
員
は
皆

ニ
コ
ニ
コ
と
倫
理
実
践
に

勤
し
ん
で
い
る
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
英

語
で
の
朝
礼
実
演
。
役
員

が
壇
上
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

朝
礼
を
披
露
し
た
。
時
折

大
阪
弁
に
な
り
、
会
場
に

は
笑
い
の
渦
が
で
き
て
い

た
。
ま
た
、
吉
田
光
華
さ

ん
に
よ
る
乙
女
文
楽
も
あ

り
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会

主
催
の
経
営
者
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
週
金
曜

日
の
朝
６
時
30
分
～
７
時

30
分
、Ｕ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
テ
ル
Ｔ
Ｔ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

６
階
（
近
鉄
河
内
小
阪
駅

北
す
ぐ
）
で
開
催
し
て
い

る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
事

務
局
（
☎
０
６
―
６
７
４

８
―
８
８
３
８
）
へ
。

　西野しげる府議のグランド・ナイ
トが 11 月 23 日にシェラトン都ホテ
ル大阪（大阪市天王寺区上本町６）
で開かれ、支援者ら約 500 人が集っ
た。宗清皇一衆議院議員はじめ地域
の名士がお祝いに駆けつけた。
　お礼の挨拶のなかで、西野しげる
府議は「大阪を元気にし、大阪の経
済を発展させます」と力強く決意を
述べた。

お
詫
び
と
訂
正

　

12
月
１
日
付
の
１
面

「
松
平
要
市
議
を
支
え

る
集
い
」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。「
お
弟
子

さ
ん
の
腹
話
術
師
」
と

記
述
し
ま
し
た
が
、「
腹

話
術
師
・
千
田
や
す
し

師
匠
」
で
す
。
お
詫
び

し
ま
す
。

ゆ
、
う
ど
ん
だ
し
の
味
を

知
っ
た
外
国
人
観
光
客
は

帰
国
後
ネ
ッ
ト
で
買
い
求

め
る
日
も
遠
く
は
な
い
だ

ろ
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効

果
も
期
待
さ
れ
る
。

　

２
代
目
か
ら
次
世
代
へ

の
事
業
継
承
も
盤
石
の
よ

う
だ
。
や
は
り
経
営
も
一

味
違
う
八
尾
の
老
舗
で
あ

る
。

 

（
石
河
亮
平
）

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
食
品
の
高

度
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
）

認
証
工
場
に
、
新
し
く
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
油
も

の
ラ
イ
ン
設
置
を
目
的
に

最
近
式
設
備
を
備
え
た
工

場
が
２
０
１
９
年
春
に
完

成
す
る
予
定
だ
。
売
上
20

億
円
目
標
を
掲
げ
る
。

　

旭
ポ
ン
ズ
は
関
西
圏
で

圧
倒
的
人
気
を
誇
る
食
卓

の
王
者
。
和
食
に
つ
き
も

の
の
ポ
ン
ズ
、
そ
ば
つ

和食の引き立て役

常にポジティブな
寺下桂子代表

　

同
店
は
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
で

ル
エ
ス
テ
（
女
性
ホ
ル

常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
寺
下

さ
ん
は
「
毎
日
が
楽
し
い
。
毎
日
が
奇
跡
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

ム
ペ
ー
ジ
に
ネ

ッ
ト
販
売
の
仕

組
み
も
取
り
入

パ
ー
ト
５

人
）
の
陣

河
内
国
一
之
宮
枚
岡
神
社

枚
岡
神
社
注
連
縄
掛
神
事

通
称

お
笑
い
神
事

 　

東
大
阪
市
無
形
民
俗
文
化
財

12
月
23
日（
天
皇
誕
生
日
）に
開
催　

午
前
10
時
よ
り

午
後
５
時
よ
り「
天
の
岩
戸
開
き
神
事
」
で
神
話
を
再
現

し

め

か

け

は
整
顔
エ
ス
テ
、
ス
ペ
シ
ャ

モ
ン
ア
ッ
プ
若

先
人
に
学
ぶ
人
間
学
塾

「
天
王
寺
七
坂
巡
り
」

12
月
16
日（
土
）朝
10
時
集
合

谷
町
九
丁
目
交
差
点
・
赤
あ
ん
ど
薬
局
前

案
内
：
大
阪
案
内
人
・
西
俣
稔
さ
ん

参
加
費
：
５
０
０
円（
資
料
代
）



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年１２月１５日（金）

　

12
月
３
日
快

晴
の
な
か
、
八

尾
の
喜
楽
亭

（
八
尾
市
陽
光

学
園
２
―
５
―

４
）
第
２
回
本

格
寄
席
が
「
ピ

ン
芸
寄
席
」
と

銘
打
っ
て
盛
大

に
開
催
さ
れ

た
。
会
場
は
杮

約
１
０
８
万
人（
厚
労
省
・

平
成
28
年
10
月
末
）
の
国

別
・
資
格
別
実
態
や
在
留

資
格
な
ど
資
料
に
基
づ
い

て
現
状
を
解
説
し
た
。
外

国
人
介
護
職
員
は
入
管
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
在

留
資
格
」
な
ど
の
現
行
法

制
の
説
明
の
後
、
平
成
29

年
11
月
１
日
施
行
の
「
新

技
能
実
習
制
度
」
で
新

た
に
定
め
ら
れ
た
注
目

点
に
つ
い
て
説
明
。「
介

護
」
職
が
追
加
さ
れ
「
介

護
福
祉
士
」
が
在
留
資
格

と
認
め
ら
れ
た
内
容
な
ど

の
詳
細
を
紹
介
。
制
度
説

明
の
後
、
同
社
が
早
く
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
ワ

キ
カ
イ
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｎ
Ｐ
）」
に

人
の
合
格
者

を
出
し
て
い

る
。
彼
女
た

ち
は
国
民
性

が
似
て
い
る

こ
と
か
ら
日

本
の
高
齢
者

に
迎
え
入
れ

て
も
ら
い
た

い
と
い
う
気

持
ち
で
、
日

本
の
国
の
た

め
に
も
役
立

ち
た
い
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
。

ご
縁
が
あ
れ

ば
民
間
外
交
の
一
つ
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
助
か
る
」

　

中
埜
正
総
務
部
長
は
我

が
国
で
の
外
国
人
労
働
者

留
学
生
・
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
説
明
会
を
開
く

♫

つ
い
て
同
社
海
外
事
業
部

Ｗ
Ｎ
Ｐ
担
当
ウ
ル
フ
ァ
さ

ん
（
24
）
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
国
柄
や
宗
教
、
習
慣

な
ど
を
含
め
流
ち
ょ
う
な

日
本
語
（
日
本
語
検
定
１

級
）
で
述
べ
た
。

　

現
在
就
労
ビ
ザ
で
働
い

て
い
る
ウ
ル
フ
ァ
さ
ん
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
介
護
士

資
格
を
持
ち
２
０
１
６
年

に
友
人
か
ら
Ｗ
Ｎ
Ｐ
を
教

え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

「
日
本
で
介
護
士
と
し
て

働
き
た
い
。
２
０
１
４
年

に
来
日
し
、
２
年
半
日
本

語
学
校
に
通
い
な
が
ら
八

尾
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま

し
た
。
日
本
の
技
術
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｗ
Ｎ
Ｐ
で
人
間

関
係
な
ど
で
悩
ん
だ

時
に
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
毎
日
オ
ー
プ
ル

で
楽
し
く
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
長
く
日

本
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

た
。

　

最
後
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
側
の
応
募
者
と
オ
ー
プ

ル
の
担
当
者
が
面
接
す
る

様
子
が
ス
カ
イ
プ
で
紹
介

さ
れ
た
。
説
明
会
は
随
時

行
わ
れ
る
予
定
。

　

避
け
て
は
通
れ
な
い
介

護
人
材
不
足
に
対
応
す
る

に
は
外
国
人
に
頼
ら
ず
を

得
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
の
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
ー
に
着
目
し
た
バ
ン

ド
ン
大
学
と
の
友
好
的
な

連
携
シ
ス
テ
ム
は
注
目
に

値
す
る
取
り
組
み
と
い
え

そ
う
だ
。

 

（
石
河
亮
平
）

も
お
ぼ
つ
か
な

い
こ
と
も
あ
り

現
地
で
日
本
語

を
習
得
さ
せ
て

い
る
。
６
年
前
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
バ
ン
ド
ン
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
大
学
看

護
学
科
と
日
本
語
学
科
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
交
流
を
続

け
て
い
る
。
第
１
期
生
の

ウ
ル
フ
ァ
さ
ん
は
再
来
年

に
は
介
護
士
の
上
級
資

格
を
取
得
す
る
で
し
ょ

う
。
現
在
７
人
が
オ
ー
プ

ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
現
在
１
０
０
人
の
応
募

が
あ
り
、
弊
社
基
準
で
23

レ
ッ
チ
の
あ
と
、
い
よ
い

よ
コ
ン
サ
ー
ト
開
始
。「
ち

い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」「
も

み
じ
」「
ド
レ
ミ
の
歌
」

な
ど
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣

れ
し
た
し
で
い
る
歌
を
演

奏
に
合
わ
せ
て
参
加
者
全

員
で
歌
っ
た
。「
た
き
火
」

と
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
を

交
互
に
歌
う
な
ど
、
脳
ト

レ
用
の
仕
込
み
も
。
約
60

人
の
参
加
者
は
満
面
に
笑

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
歌
っ

て
い
た
。

  

参
加
し
た
男
性
医
師

（
61
）
は
「
こ
れ
は
脳
の

活
性
化
に
良
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
」
と
感
心
し
て
い

た
。

な
い
。
形
の
変
わ
っ
た
自
分
、
か
り
そ
め
の
自
分
に

恋
を
し
て
い
る
だ
け
だ
」

　

と
い
う
こ
と
。

　
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
付
き
合
い
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
い
ざ
実
際
に
現
実
化
す

る
と
な
る
と
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
自
分
が
い
る
。

一
丁
前
に
、「
真
奈
は
本
当
の
自
分
な
ど
何
も
見
て

い
な
い
」
と
不
満
を
持
ち
出
し
て
い
る
自
分
が
い
た

の
だ
。中
身
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、

以
前
の
自
分
（
本
来
の
自
分
）
に
は
目
も
く
れ
ず
、

容
姿
が
別
人
の
よ
う
に
改
ま
っ
た
（
整
え
ら
れ
た
）

瞬
間
に
態
度
を
一
変
さ
せ
た
真
奈
に
対
し
て
軽
蔑
さ

え
し
て
い
る
己
が
い
た
。

　
「
僕
の
何
を
知
っ
て
『
付
き
合
い
た
い
』
だ
と
言

っ
て
い
る
ん
だ
」

　

容
姿
だ
け
で
心
を
変
え
た
真
奈
が
憎
か
っ
た
。
汚

ら
わ
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
感
情
は
返
す
刀
で

己
に
切
り
か
か
っ
た
。
翔
平
自
身
も
同
じ
論
理
で
真

奈
に
対
し
て
好
意
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
僕
は
彼
女
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
」

　

た
だ
行
き
つ
け
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
店
員
。
容

姿
端
麗
で
、
笑
顔
が
美
し

く
、
声
が
明
る
い
と
い
う
こ

と
意
外
に
何
も
知
ら
な
か
っ

た
。
何
も
知
ら
な
い
真
奈
に

対
し
て
熱
を
上
げ
て
い
た
己

の
愚
か
さ
が
翔
平
の
心
を
苦

し
め
た
。
自
分
が
何
を
も
の

さ
し
に
人
の
こ
と
を
好
き
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
驚
く
ほ
ど
頼
り
な
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
空
し
か
っ
た
。
己
の
「
好
き
」

と
い
う
感
情
が
何
の
説
得
力
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が

情
け
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
己
の
浅
は
か
さ
が
、
恋
心

を
愚
か
で
哀
れ
な
汚
ら
わ
し
い
も
の
と
し
て
映
し
出

し
た
。
そ
れ
は
自
分
が
同
じ
目
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
初
め
て
気
付
い
た
発
見
だ
っ
た
。

　

一
目
惚
れ
ほ
ど
く
だ
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
頼
り

な
い
も
の
は
な
い
。
空
虚
な
も
の
は
な
い
。

　
「
彼
女
は
僕
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
し
、
僕
は

彼
女
の
こ
と
を
何
一
つ
知
ら
な
い
」

　

恋
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
？　

そ
し
て
、
本
当

の
自
分
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
？　

本
当
の
自
分

で
は
な
い
、
虚
構
の
自
分
と
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
？　

そ
し
て
、自
分
が
認
識
し
て
い
る
『
自
分
』

と
い
う
も
の
が
、
果
た
し
て
本
当
の
『
自
分
』
な
の

で
あ
ろ
う
か
？

　

現
れ
た
疑
問
符
は
鎖
の
よ
う
に
次
々
と
出
現
し
た
。

目
に
見
え
る
自
分
が『
本
当
の
自
分
』な
の
か
、

そ
れ
と
も
目
に
見
え
な
い
基
準
で
判
断
す
る

自
分
こ
そ
が
『
本
当
の
自
分
』
な
の
か
。

　

少
な
く
と
も
、
外
見
の
み
で
真
奈
に
判
断

さ
れ
た
自
分
の
こ
と
を
翔
平
は
『
本
当
の
自

分
』
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
真
奈
の
こ
と
を
『
好
き
』

に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

翔
平
は
、
そ
の
夜
の
こ
と
を
あ
ま
り
覚
え
て
い
な

い
。
玉
祖
神
社
で
見
た
薪
能
の
帰
り
、
そ
の
道
す
が

ら
唐
突
に
受
け
た
真
奈
か
ら
告
白
。
そ
の
後
、
何
を

話
し
た
の
か
も
、
ど
う
や
っ
て
帰
っ
た
の
か
も
分
か

ら
な
い
。
気
が
付
け
ば
自
分
の
部
屋
の
ベ
ッ
ド
に
座

っ
て
い
た
。時
計
の
針
は
２
時
43
分
を
指
し
て
い
る
。

外
の
暗
闇
は
翔
平
の
部
屋
を
冷
気
で
包
ん
だ
。
耳
に

届
く
の
は
秒
針
が
時
を
刻
む
単
調
な
音
と
、
時
折
ナ

ン
キ
ン
ハ
ゼ
の
枝
を
揺
ら
す
風
。

　

翔
平
の
体
は
芯
ま
で
冷
え
き
っ
て
い
た
。
ず
っ
と

同
じ
姿
勢
で
呼
吸
だ
け
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
翔
平
は
自
分
が
水
草
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
た
。
思
考
と
は
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
っ

と
海
の
中
で
静
か
に
た
ゆ
た
う
藻
。
こ
の
場
所
に
根

を
張
り
、
自
由
に
動
き
回
る
こ
と
も
し
な
い
。
た
だ

た
だ
光
合
成
を
す
る
だ
け
身
に
。

　

水
草
が
太
陽
の
光
を
浴
び
て
光
合
成
す
る
よ
う
に

単
調
な
リ
ズ
ム
で
血
液
が
全
身
を
循
環
す
る
。
翔
平

の
心
は
凪
い
で
い
た
。

　

今
ま
で
ず
っ
と
憧
れ
の
存
在
だ
っ
た
真
奈
か
ら
の

告
白
。
そ
れ
が
翔
平
の
心
に
静
穏
を
も
た
ら
せ
る

と
は
予
想
だ
に
し
な
か

っ
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

ス
プ
ー
ン
で
す
く
う
よ

う
に
、
感
情
の
起
伏
を

ご
っ
そ
り
と
削
ぎ
落
と

し
た
。
真
奈
の
告
白
が

も
た
ら
せ
た
心
の
変
化

に
、
翔
平
は
ひ
ど
く
冷

静
で
は
あ
る
が
、
驚
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
「
も
し
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
ら
」
そ
ん
な
こ

と
を
空
想
し
た
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
。「
そ
ん

な
こ
と
が
起
こ
る
は
ず
が
な
い
」
そ
う
思
い
な
が
ら

も
、
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
は
翔
平
に
と
っ
て
幸
福

な
時
間
だ
っ
た
。「
い
つ
か
真
奈
と
一
緒
に
な
り
た

い
」
そ
れ
は
叶
う
は
ず
の
な
い
願
い
で
あ
り
、
そ
の

奇
跡
を
夢
見
る
こ
と
が
翔
平
の
生
き
が
い
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
が
ど
う
だ
ろ
う
。
静
寂
が
翔
平
の
心
を
飲
み

込
ん
で
い
る
。
あ
れ
ほ
ど
夢
見
た
奇
跡
が
、
叶
う
は

ず
の
な
い
夢
幻
が
、
今
手
の
届
く
場
所
に
置
か
れ
て

い
る
。
そ
の
決
断
を
下
す
の
は
他
の
誰
で
も
な
い
、

翔
平
自
身
で
あ
る
と
い
う
の
に
。

　

高
揚
す
る
こ
と
の
な
い
己
の
心
の
、
翔
平
は
た
だ

た
だ
驚
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
さ
ら
に
奥
に
あ
る

疑
念
に
、
恐
怖
さ
え
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
真

奈
の
こ
と
が
好
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
と

い
う
疑
い
。

　

穏
や
か
過
ぎ
る
感
情
の
波
。
そ
の
中
で
翔
平
は
ゆ

っ
く
り
と
、
懇
切
丁
寧
に
論
理
を
展
開
さ
せ
た
。
己

の
心
の
変
化
、
そ
の
原
因
、
恋
心
の
暴
落
。
足
り
な

い
頭
で
考
え
た
答
え
に
、
想
像
以
上
に
腑
に
落
ち
た

翔
平
は
仮
定
を
確
信
に
変
え
た
。
そ
の
身
体
的
な
安

心
感
は
他
の
ど
ん
な
論
理
構
造
よ
り
も
説
得
力
が
あ

っ
た
。

　

翔
平
の
答
え
は
こ
う
だ
。

　
「
真
奈
は
本
当
の
自
分
の
こ
と
が
好
き
な
の
で
は

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑪―

次
号
（
１
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

介
護
人
材

不
足
38
万
人

左から挨拶する池田貴彦社長、ウルファさん、中埜正総務部長

株式会社オープル

代表取締役　池田貴彦
八尾市本町２―８―３
ＴＥＬ072－948－8300

音楽療法グループ

 アップル・ツリー
脳
の
活
性
化
に
も
効
果

参加者は体を揺すりながら歌っていた

八尾の喜楽亭
落
し
公
演
に
続
い
て

超
大
入
り
満
員
、
熱

気
に
溢
れ
て
い
た
。

　

出
演
者
は
若
手
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

の
７
人
、
い
ず
れ
劣

ら
ぬ
芸
達
者
ぞ
ろ

い
だ
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
バ

ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
エ
ル
ち
ゃ
ん
、
路
上

で
よ
く
見
か
け
る
風
船
を

巧
み
に
細
工
し
て
観
客
を

楽
し
ま
せ
る
バ
ル
ー
ン
芸

だ
。
本
業
は
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、
関
西
の
ラ
ジ

オ
各
局
で
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
務
め
て
い
る
。
続

い
て
は
漫
談
の
ふ
く
ん

ち
ゅ
、
徳
之
島
出
身
の
福

人
さ
ん
が
徳
之
島
の
激
し

い
町
長
選
挙
を
笑
い
を
織

り
交
ぜ
て
解
説
、
会
場
を

沸
か
せ
て
い
た
。
３
番
手

は
落
語
の
桂
三
語
さ
ん
、

お
馴
染
み
の
「
手ち

ょ
う

水ず

鉢
回

し
」を
リ
ズ
ム
良
く
語
り
、

顔
面
模
写
も
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。
４
番
手
は
講
談

の
玉
田
玉
秀
斎
さ
ん
、
普

段
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な

い
講
釈
話
を
テ
ン
ポ
よ

く
、
勢
い
の
あ
る
語
り
を

披
露
し
て
く
れ
た
。

　

中
入
り
前
は
ボ
イ
ス
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
の

昔
一
世
を
風
靡
し
た
腹
話

術
の
名
人
川
上
の
ぼ
る
さ

ん
の
次
男
坊
川
上
じ
ゅ
ん

さ
ん
が
登
場
。
お
客
さ
ん

を
人
形
代
わ
り
に
腹
話
術

の
新
し
い
世
界
を
展
開
し

て
、
大
い
に
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。

　

中
入
り
後
は
名
誉
席
亭

里
見
ま
さ
と
さ
ん
の
「
ま

さ
と
噺
」、
質
屋
に
来
る

お
客
と
の
や
り
取
り
を
質

草
の
あ
れ
こ
れ
を
ネ
タ
に

笑
い
を
届
け
て
く
れ
た
。

ピ
ン
芸
寄
席
の
ト
リ
は
落

語
の
笑
福
亭
仁
智
さ
ん
、

新
作
落
語
の
「
野
球
ば
な

し
」
は
実
に
面
白
い
。
ト

ボ
ケ
た
味
わ
い
で
、
か
な

り
え
げ
つ
な
い
こ
と
を

語
っ
て
も
嫌
み
が
な
い
。

「
ゴ
ル
フ
夜
明
け
前
」
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
出
来

栄
え
で
、
新
作
と
い
う
よ

り
も
後
世
に
残
る
傑
作

だ
。 

（
小
川
秀
人
）

大
入
り
満
員　
若
手 

・ 

ベ
テ
ラ
ン
７
人
出
演

　

高
齢
者
の

た
め
の
参
加

型
コ
ン
サ
ー

ト
「
ハ
ッ

ピ
ー
ラ
イ
フ
・
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
11
月
18
日
に
大
阪

市
立
阿
倍
野
市
民
学
習
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
市
阿
倍
野

区
阿
倍
野
筋
３
）
で
開
か

れ
た
。

　

平
成
29
年
度
大
阪
市
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
企
画
助

成
事
業
で
、
４
回
開
催
さ

れ
た
う
ち
の
３
回
目
。
１

回
目
は
９
月
30
日
に
、
２

回
目
は
10
月
21
日
に
桃
ケ

池
公
園
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
阿
倍
野
区

桃
ケ
池
町
１
）
で
そ
れ
ぞ

れ
開
か
れ
た
。
３
回
目
と

４
回
目
（
12
月
２
日
）
の

会
場
は
大
阪
市
立
阿
倍
野

市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
た
。

　

主
催
は
音
楽
療
法
グ

ル
ー
プ
「
ア
ッ
プ
ル
・

ツ
リ
ー
」。
メ
ン
バ
ー
は

代
表
の
岩
井
純
子
さ
ん

（
57
）、
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

の
松
尾
恵
永
さ
ん
（
56
）、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
多
田
万
岐

子
さ
ん
（
59
）。

　

今
回
は
ゲ
ス
ト
に
フ

ル
ー
ト
＆
弦
楽
器
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
「
グ
リ
ー
ン
ズ
」

を
迎
え
た
。

　

は
じ
め
に
岩
井
代
表
が

「
楽
し
く
歌
う
こ
と
で
脳

ト
レ
に
な
り
ま
す
。
音
楽

を
通
し
て
生
活
の
質
を
高

め
ま
し
ょ
う
」
と
音
楽
療

法
に
つ
い
て
説
明
し
な
が

ら
こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
し
た
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
た
ス
ト

　

株
式
会
社
オ
ー
プ
ル

（
八
尾
市
本
町
２
―
８
―

３
）
は
11
月
21
日
午
後
、

介
護
職
員
数
不
足
に
対
応

す
る
た
め
「
新
外
国
人
介

護
労
働
者
受
け
入
れ
制

度
」
な
ど
に
つ
い
て
３
回

目
の
説
明
会
を
同
社
会
議

室
で
行
っ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
池
田
貴

彦
社
長
（
63
）
が
挨
拶
し

た
。

　
「
新
技
能
実
習
制
度
の

中
に
介
護
が
入
っ
た
。
医

療
知
識
を
持
っ
て
い
る
が

日
本
語
を
即
席
で
教
え
て

　

総
務
省
の
９
月
15
日
時
点
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
後
期
高
齢
者
に
あ
た
る

75
歳
以
上
は
１
、
７
４
７
万
人
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
、
団

塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
２
１
８
０
万
人
に
達
す
る
と

予
測
。
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
な
か
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数
は

増
加
し
て
お
り
、
加
え
て
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
に
伴
い
介
護
職
員
数

も
こ
の
15
年
間
で
３
・
３
倍
も
増
え
た
。
求
人
状
況
を
み
る
と
介
護

分
野
で
の
有
効
求
人
倍
率
は
全
産
業
平
均
１
・
０
８
に
対
し
て
２
・

５
９
倍
と
高
く
推
移
。
人
手
不
足
の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
度
に
必
要
な

介
護
職
員
数
は
約
２
５
３
万
人
、
対
し
て
供
給
見
込
み
は
約
２
１
５

万
人
で
計
算
上
38
万
人
の
介
護
人
材
の
不
足
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

対
策
は
焦
眉
の
急
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
が
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
早
く
か
ら
着
目
し
対
応
を
し
て
い

る
現
場
を
取
材
し
た
。

株式会社オープル

す
る
ど
う？広域

ピン芸

寄席
開催

川上じゅんさん

里見まさとさん笑福亭仁智さん

ふくんちゅ

玉田玉秀斎さん

エルちゃん

桂三語さん

高齢者のための参加型コンサート開催

岩
井
純
子
代
表

り
た
い
！
」
と
騒
ぎ
出
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
「
ゆ
う

こ
り
ん
」
と
対
立
し
て
い

た
野
田
さ
ん
だ
っ
た
が
、

こ
の
と
き
初
め
て
折
り
合

い
が
つ
い
た
。
い
ざ
モ
ン

ゴ
ル
へ
と
決
意
す
る
と
、

道
が
開
け
た
。
仕
事
を
や

め
て
旅
行
の
計
画
を
立

て
、
即
実
行
に
移
す
。

　

今
年
６
月
９
日
に
関
空

か
ら
出
発
。
仁イ

ン

川チ
ョ
ン

経
由

ク
ー
ツ
ク
の
写
真
も
。

  

野
田
裕
子
さ
ん
（
34
）

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
モ
ン

ゴ
ル
へ
憧
れ
を
抱
い
て
い

た
。
２
０
１
５
年
に
ツ

ア
ー
で
初
め
て
モ
ン
ゴ
ル

へ
。「
次
は
陸
路
で
モ
ン

ゴ
ル
へ
入
り
た
い
」
と

思
っ
て
い

た
。

　

あ
る
日
、

自
分
の
中
に

住
む
自
分

「
ゆ
う
こ
り

ん
」
が
「
モ

ン
ゴ
ル
を
撮

　
「
前
進
〜
野
田
裕
子
写

真
展
」
が
12
月
２
日
〜
５

日
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

「
ミ
モ
ザ
」（
八
尾
市
本
町

１
―
６
―
19
）
で
開
か
れ

た
。
写
真
は
モ
ン
ゴ
ル
で

出
会
っ
た
人
、
風
景
が
中

心
。
シ
ベ
リ
ア
の
街
イ
ル

で
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
へ
。
そ

こ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に

乗
り
、
８
時
間
か
け
ブ
リ

ヤ
ー
ト
共
和
国
の
首
都
ウ

ラ
ン
・
ウ
デ
へ
。
さ
ら
に

24
時
間
か
け
て
モ
ン
ゴ
ル

へ
入
り
、
首
都
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
へ
。

　

こ
こ
を
拠
点
に
し
て
、

ゴ
ビ
砂
漠
や
ウ
ヴ
ス
・

ヌ
ー
ル
盆
地（
世
界
遺
産
）

へ
足
を
踏
み
入
れ
、
カ
メ

ラ
を
構
え
た
。

　

ゴ
ビ
砂
漠
で
は
生
い
茂

る
緑
に
驚
き
、
ウ
ヴ
ス
・

ヌ
ー
ル
盆
地
で
は
豊
か
な

水
と
木
に
そ
れ
ま
で
の
イ

メ
ー
ジ
を
覆
さ
れ
た
。
ゲ

ル
生
活
も
体
験
。
羊
が
美

味
し
か
っ
た
の
は
意
外

だ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
食
べ
た
と
き
は
、
口

に
合
わ
な
か
っ
た
の
に
。

  

同
月
29
日
に
帰
国
。
20

日
間
３
０
０
０
キ
ロ
の
旅

を
無
事
に
終
え
た
。
こ
の

旅
行
の
た
め
に
立
ち
上
げ

た
ブ
ロ
グ
は
好
評
で
、
友

だ
ち
だ
け
で
な
く
、
旅
行

好
き
な
人
も
見
る
よ
う

に
。
出
版
社
か
ら
の
誘
い

も
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
旅
行

記
と
し
て
ま
と
め
始
め
て

い
る
。

20
日
間
３
０
０
０
キ
ロ
の
旅

モ
ン
ゴ
ル
で
出
会
っ
た
人
、 風
景

冊子にしたブログを
持つ野田裕子さん

前
進
〜
野
田
裕
子
写
真
展

インドネシア ・ バンドン
大学とタイアップ

第２
回 本格寄席
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11
月
19
日
快
晴
の
空
の
下
、「
八
尾
南
ア
ッ

ト
ほ
ー
む
寄
席
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
ど
き
は

八
尾
に
限
ら
ず
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
手
作
り
寄

席
が
盛
ん
だ
。

　
「
ア
ッ
ト
ほ
ー
む
寄
席
」
は
八
尾
市
沼
町
会

の
区
長
・
本
荘
明
裕
さ
ん
（
63
歳
）
が
代
表
世

話
人
を
努
め
て
お
り
、
今
回
で
第
13
回
を
迎
え

る
。
５
年
前
よ
り
４
月
、
７
月
、
11
月
の
年
間

３
回
、
寄
席
を
開
い
て
い
る
。

　

会
場
に
は
当
日
も
１
０
０
人
超
の
観
客
が
詰

め
か
け
て
い
た
。
入
場
料
が
大
人
７
０
０
円
・

子
ど
も
２
０
０
円
と
お
手
ご
ろ
な
こ
と
も
あ

り
、
天
満
の
繫
盛
亭
ま
で
は
出
掛
け
て
行
く
気

は
し
な
い
が
、
Ｔ
Ｖ
ば
か
り
で
な
く
タ
マ
に
は

生
の
芸
人
を
見
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
ろ
う
。

　

本
荘
区
長
は
旧
八
光
信
用
金
庫
の
Ｏ
Ｂ
で
あ

り
、「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
」
の
ブ
ッ
ダ
ア
ー

チ
こ
と
安
立
良
明
さ
ん
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
斉
藤

弘
二
さ
ん
の
八
光
信
用
金
庫
時
代
の
先

輩
に
あ
た
る
。
こ
の
信
金
つ
な
が
り
が

こ
の
出
演
依
頼
と
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

　

出
演
者
は
ア
マ
チ
ュ
ア
２
組
・
プ
ロ
３

組
の
構
成
で
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
は
八

尾
生
ま
れ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
「
河
内
ロ
ッ
カ
ー
ズ
」
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
含
め
て
、
軽
快
な
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
で
会
場
を
あ
た
た
め
た
。二
番
手
の「
コ
ミ
ッ

ク
マ
ジ
ッ
ク
」
は
ア
マ
チ
ュ
ア
扱
い
と
は
い
え
、
か

な
り
レ
ベ
ル
が
高
い
。
プ
ロ
３
組
が
後
を
務
め
た
が

正
直
な
感
想
と
し
て
、「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
」
コ

ン
ビ
が
実
質
的
に
は
当
日
の
主
役
で
あ
り
ト
リ
だ
ろ

う
。

　

ブ
ッ
ダ
ア
ー
チ
・
安
立
さ
ん
の
得
も
言
わ
れ
ぬ
ト

ボ
ケ
た
持
ち
味
と
マ
ジ
シ
ャ
ン
・
斉
藤
さ
ん
と
の
軽

妙
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
会
場
を
爆
笑
の
渦

に
巻
き
込
ん
で
い
た
。�

（
小
川
秀
人
）

目
で
あ
る
カ

メ
リ
ア
の
コ

ン
セ
プ
ト

は
「
お
し
ゃ
れ
な
空
間
で

ゆ
っ
く
り
食
事
を
楽
し

む
」
だ
。
１
階
は
ポ
ッ
プ

で
カ
ジ
ュ
ア
ル
、
地
下
１

階
は
シ
ッ
ク
で
大
人
の
雰

囲
気
だ
。
高
級
感
あ
ふ
れ

る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
も
あ

り
、
特
別
な
時
間
を
過
ご

す
に
は
も
っ
て
こ
い
。

　

馬
肉
を
使
っ
た
イ
タ

リ
ア
ン
は
珍

し
く
、
忘
年

会
で
賑
わ
っ

て
い
る
。
店

の
雰
囲
気
が

し
ゃ
れ
て
い
る
の

で
、
女
子
会
や
デ
ー

ト
で
も
人
気

だ
。

河本千枝美さん

お作法教室

カルタ遊び

陶芸教室

人形劇

　南山本小学校（八尾市山本
町南７―１―９）で行われて
いる「わくわくプラザ」はま
さに日本一だ。約 500 人の子
どもたちが自分の好みに合わ
せて学ぶことができる場で、
地域の大人約 50 人がボラン
ティアで指導している。こん
なに活発な地域は日本中探し
てもまずないだろう。

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
、 今
年
で
23
年

子どもも大人も楽しみながら交流

「気軽に覗いてみてくだ
さい」と話す椿優稀さん

イタリアン馬ル

カメリア

イタリアン馬ル カメリア
大阪市中央区千日前２−４−10
TEL06−6616−9965
《営業時間》18時〜24時
� （定休日：不定休）
＊大阪千日前中央郵便局前

　

近
鉄
布
施
駅
前
で
馬
肉

専
門
店
「
桜
家
」
を
営
む

椿
優
稀
さ
ん
（
40
）
が
裏

難
波
に
イ
タ
リ
ア
ン
馬
ル

「
カ
メ
リ
ア
」

を
８
月
２
日

に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

２
店
舗

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
申
告
が
年
々
増
え
て
お
り
ま

す
。
確
定
申
告
の
時
に
傾
向
を
見
て
お
り
ま
す
と
、

や
は
り
年
末
に
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
も

あ
っ
た
り
、
雑
誌
で
特
集
を
組

ま
れ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
形
で

注
目
を
集
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

だ
い
た
い
12
月
に
な
り
ま
す

と
、「
私
は
い
く
ら
ま
で
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
た
ら
得
で
す

か
」
と
い
う
質
問
を
お
客
様
か

ら
い
た
だ
き
ま
す
。
答
え
は
、

次
の
式
に
当
て
は
め
て
計
算
を

す
る
と
、
だ
い
た
い
の
金
額
は

出
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
得
を
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。
会
社
か
ら
年
末
に
も
ら

う
源
泉
徴
収
票
や
住
民
税
の
通
知
書
を
手
許
に
お
い

て
読
ん
で
い
た
だ
く
と
分
か
り
や
す
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
限
度
額
は
、「
住
民
税
の
所
得
割

額
①
×
20
％
÷
（
90
％
―
所

得
税
率
②
×
１
・
０
２
１
）
＋

２
千
円
」
で
計
算
が
で
き
ま

す
。
①
住
民
税
の
所
得
割
額
と

は
、
所
得
に
10
％
を
乗
じ
た
金

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
②
の
所

得
税
率
は
何
％
か
と
申
し
ま
す

と
、
収
入
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
が
、
源
泉
徴
収
票
か
ら
見
ま

す
と
、「
給
与
所
得
控
除
後
の
金

額
」
か
ら
「
所
得
控
除
の
額
の

合
計
額
」
を
引
い
た
金
額
（
課

税
さ
れ
る
所
得
金
額
）
に
所
得
税
率
を
乗
ず
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
率
は
所
得
が
上
が
る

と
、
率
も
あ
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
税
率
の
高
い
と

こ
ろ
が
何
％
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
率

を
計
算
式
に
あ
て
は
め
る
と
、
ほ
ぼ
合
い
ま
す
。
ち

な
み
に
１
９
５
万
未
満
は
５
％
で
、
３
３
０
万
未
満

は
10
％
、
６
９
５
万
未
満
は
20
％
で
す
。
そ
れ
以
上

は
省
略
し
ま
す
。

　

地
方
活
性
化
の
た
め
の
制
度
と
し
て
始
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
す
が
、
皆
さ
ん
少
し
違
和
感

を
覚
え
ま
せ
ん
か
。
私
は
、
景
品
目
当
て
の
競
争
に

な
っ
て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
特

産
物
の
な
い
地
方
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
電
化
製
品
な
ど
換
金
性
の
高

い
返
戻
品
も
あ
る
ら
し
く
、
益
々
物
を
買
っ
て
い
る

様
な
感
覚
で
す
。
総
務
省
は
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
て

通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。
返
戻
品
や
返
戻
額
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
通
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
少
し
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
一

国
民
と
し
て
寄
付
金
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふるさと納税

笑う笑う
税理士

20

税理士 上西　知

　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ

は
毎
月
第
２
・
第
４

土
曜
日
の
９
時
〜
11

時
30
分
に
開
か
れ
て

い
る
。
人
形
劇
（
30

円
）、英
語
教
室
、
お

も
し
ろ
算
数
教
室
、

陶
芸
教
室
（
１
０
０

円
）、本
の
読
み
聞
か

せ
教
室
、合
奏
教
室
、

絵
の
教
室
（
20
円
）、

工
作
教
室
（
30
円
）、

お
作
法
教
室
（
50

円
）、オ
セ
ロ
教
室
、

こ
ま
回
し
、
け
ん
玉

な
ど
様
々
な
教
室
が

あ
る
。
運
動
場
で
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、ク
ロ
リ
テ
ィ（
輪

投
げ
）
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

お
作
法
教
室
で

は
、
和
室
で
子
ど
も

た
ち
が
礼
儀
正
し
く

正
座
し
て
お
茶
を
飲

ん
で
い
た
。
茶
道
を

通
し
て
礼
儀
作
法
を

身
に
つ
け
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
だ
。
見

よ
う
見
ま
ね
で
お
菓

子
を
食
べ
お
茶
を
飲

む
姿
は
愛
ら
し
い
。

　

陶
芸
教
室
で
は
、

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
な
が
ら
茶
碗
や
湯

呑
み
を
作
っ
て
い

た
。
思
う
よ
う
に
粘

土
が
形
を
な
さ
ず

困
っ
て
い
る
子
ど
も

を
大
人
が
手
助
け
す

る
と
、
き
れ
い
な
形

の
茶
碗
に
な
る
。
驚

き
喜
ぶ
子
ど
も
の
様

子
を
見
な
が
ら
、
目

を
細
め
る
大
人
。
孫

を
見
る
よ
う
な
優
し

い
眼
差
し
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

そ
の
隣
で
は
カ
ル

タ
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

が
あ
っ
た
。
う
ま
く

取
れ
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
嬉
し
く
て
は

し
ゃ
い
で
い
た
。

　

人
形
劇
で
は
人
形
製
作

の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。

　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
を
23

年
前
に
立
ち
上
げ

た
河
本
千
枝

美
さ
ん

（
95
）
は
「
子
ど
も
も
大

人
も
楽
し
み
な
が
ら
交
流

で
き
る
貴
重
な
場
で
す
」

と
話
し
て
い
た
。

玄
人
は
だ
し
の
コ
ミ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク

アット
ほーむ

第13回を迎える 手作り寄席

フィジカルチューナーⓇのオオエダシンジさん（左）バレティスⓇを考案した伊藤裕美さん

　11月 25日、大阪市内北浜駅近く芝川ビル４階モダンテラス（大阪市中央区伏
見町３―３―３）にて「きっと想像以上の自分になれる！　体験セミナー」が開催
された。主催はヒロ・クロンドールバレエ代表伊藤裕美さん（43）とオフィスア
ナザースカイ代表オオエダシンジさん（46）。

　

ま
ず
は
フ
ィ
ジ
カ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
Ⓡ
（
整
体
師
）

で
あ
る
オ
オ
エ
ダ
シ
ン
ジ
さ

ん
に
よ
る
講
座
「
指
１
本
で

見
た
目
を
キ
レ
イ
に
変
え
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
顔
・
デ
コ
ル
テ

編
」。

　
「
４
０
９
円
（
テ
ー
ピ
ン

グ
代
）
で
あ
な
た
は
変
わ
れ

ま
す
」

　

そ
う
言
っ
た
オ
オ
エ
ダ

さ
ん
は
薬
局

で
買
っ
て
き

た
ば
か
り
の

テ
ー
ピ
ン
グ

を
取
り
出
し

た
。
顔
の
筋
肉
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
な

く
、そ
の
周
囲
（
デ
コ
ル
テ
）

や
手
足
の
指
先
を
ほ
ぐ
し
た

り
、
時
に
負
荷
を
加
え
る
こ

と
で
効
果
を
上
げ
る
。

　

テ
ー
ピ
ン
グ
を
手
足
の
指

に
巻
く
こ
と
で
肩
関
節
の
可

動
域
を
広
げ
る
効
果
が
あ
る

の
だ
と
い
う
。
テ
ー
ピ
ン
グ

と
い
え
ば
一
般
的
に
体
の
一

部
を
「
固
定
す
る
」
イ
メ
ー

ジ
だ
が
、
オ
オ
エ
ダ
さ
ん
の

使
い
方
は
「
刺
激
す
る
」
と

い
う
表
現
が
近
い
。

　

参
加
者
が
見
本
と
な
っ
て

実
践
す
る
と
、
周
囲
か
ら
は

驚
き
の
声
が
。

　
「
わ
ざ
と
不
安
定
な
状
態

の
身
体
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る

と
今
ま
で
使
っ
て
い
な
か
っ

た
他
の
筋
肉
や
、
他
の
骨
を

使
う
よ
う
に
頭
が
指
令
を
出

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
今
ま
で

動
か
な
か
っ
た
筋
肉
が
動
き

始
め
る
ん
で
す
」

　

続
い
て
は
、
伊
藤
裕
美
さ

ん
に
よ
る
講
座
「
バ
レ
テ
ィ

ス
Ⓡ
を
体
験
し
よ
う
」。

　

バ
レ
テ
ィ
ス
Ⓡ

と
は
解
剖

学
に
熟
達
し
た
理
学
療
法
士

と
管
理
栄
養
士
、
そ
し
て
バ

レ
エ
ダ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
編

み
出
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ソ
ッ
ド
。
ク
ラ
ッ
シ
ク
バ
レ

エ
の
基
礎
レ
ッ
ス
ン
を
用
い

て
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
よ
る
呼

吸
と
動
き
を
同
期
さ
せ
、
身

体
の
軸
に
あ
る
バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
の
よ
う
な
し
な
や
か
な

身
体
を
目
指
し
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
。

　

バ
レ
リ
ー
ナ
と
し
て
第
一

線
で
活
躍
し
て
き
た
バ
レ

リ
ー
ナ
で
あ
る
伊
藤
さ
ん
が

考
案
し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

伊
藤
さ
ん
は
今
尚
現
役
で
活

躍
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

の
ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
。
仕
事

で
海
外
へ
行
く
こ
と
が
多

い
。
そ
の
中
で
、
伊
藤
さ
ん

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
子
ど
も

に
対
す
る
特
徴
的
な
国
民
性

を
３
点
挙
げ
た
。

　

１
つ
目
は
「
食
」。
栄
養

の
あ
る
も
の
を
し
っ
か
り
と

与
え
る
。２
つ
目
は「
教
育
」。

知
的
好
奇
心
を
満
た
す
教
育

方
法
。
３
つ
目
は
「
芸
術
」。

小
さ
い
頃
か
ら
積
極
的
に
芸

術
に
触
れ
さ
せ
る
。

　

早
速
、
実
践
が
は
じ
ま
っ

た
。
バ
レ
テ
ィ
ス
Ⓡ

は
一
畳

分
で
で
き
る
簡
単
な
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
だ
。
バ
レ
エ
の
動
き

を
基
本
と
す
る
た
め
、
イ
ン

ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
が
鍛
え
ら
れ

る
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
伊
藤

さ
ん
の
声
に
合
わ
せ
、
体
を

動
か
す
参
加
者
。
骨
盤
（
姿

勢
）
を
意
識

し
な
が
ら
呼

吸
す
る
。
見

た
目
に
は
非

常
に
シ
ン
プ

ル
な
動
き
だ
が
、
気
が
付
け

ば
し
っ
と
り
と
し
た
汗
が
全

身
に
。

　
「
自
分
自
身
の
限
ら
れ
た

経
験
や
知
識
に
縛
ら
れ
ず
、

変
化
す
る
こ
と
を
認
め
て
、

行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今

ま
で
気
が
付
か
な
か
っ
た

〝
あ
な
た
〟
が
現
れ
ま
す
」

　

伊
藤
さ
ん
と
オ
オ
エ
ダ
さ

ん
は
そ
う
言
っ
て
セ
ミ
ナ
ー

を
締
め
た
。

�

（
嶋
津
亮
太
）

き
っ
と
想
像
以
上
の
自
分
に
な
れ
る
！
体
験
セ
ミ
ナ
ー

撮影時期　昭和39年10月１日
　　　　　東海道新幹線開通時
撮影場所　西中島南方駅より新大阪駅方向

な
つ
か
し
い

写
真
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

　大阪の地下鉄は、昭和８年５月20日
に現在の梅田―心斎橋間（御堂筋線）
が最初に開通し、その後、なんば・天
王寺駅まで戦前に開通しました。
　現在では、私鉄との相互乗り入れを
してさらに便利になっています。
　最も混雑した時代は、昭和60年ごろ
で朝のラッシュアワーの時間帯には時
刻表に記載がない１分～２分半間隔で
運転というもので、地下鉄では梅田駅
が日本一混雑する駅でした。
　平成20年ごろから団塊の世代の大量
退職によりその本数も少なくなりまし
た。
　この電車は、昭和８年開通当初のも
ので、昭和45年３月の大阪万博開催で
すべて廃車されました。

　

後
に
北
イ
ン
ド
を
旅
行
し
た
時
に
は
、

行
く
先
々
で
は
た
い
て
い
観
光
客
用
に
ナ

イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
を
用
意
し

て
く
れ
て
い
た
の
で
不
自
由

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
時

は
終
始
緊
張
し
て
い
て
、
味

も
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
腹
の

ど
こ
に
入
っ
た
か
も
分
か
ら

な
い
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

そ
れ
で
も
土
産
の
代
金
を
ド

ル
で
支
払
っ
た
こ
と
を
喜
ん

で
、
こ
う
し
て
異
郷
の
地
で

親
切
に
も
て
な
し
て
く
れ
こ

と
は
う
れ
し
い
体
験
で
し
た
。

　

次
の
日
は
乗
用
車
と
運
転
手
を
頼
ん

で
、
朝
早
く
か
ら
マ
ー
チ
ソ
ン
フ
ォ
ー
ル

ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
へ
出
か
け
ま

し
た
。
カ
ン
パ
ラ
か
ら
北
方
へ
三
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
強
の
行
程
は
、
始
め
か
ら
終
わ

り
ま
で
ガ
タ
ガ
タ
の
道
を
走
り
ま
す
。
そ

の
上
、
出
発
し
て
か
ら
三
十
分
ほ
ど
で
マ

フ
ラ
ー
が
脱
落
し
て
し
ま
い
、
恐
ろ
し
い

爆
音
を
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
走
る
と
い
う

凄
ま
じ
い
ド
ラ
イ
ブ
に
な
り
ま
し
た
。
ア

ク
セ
ル
を
目
い
っ
ぱ
い
踏
み
込
ん
で
も
ス

ピ
ー
ド
は
出
な
い
し
、
大
き
な
排
気
音
が

耳
を
襲
い
、
シ
ー
ト
の
ス
プ
リ
ン
グ
が
効

か
ず
、
お
尻
が
痛
く
て
景
色
を
楽
し
む
ど

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
見
る

べ
き
景
色
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
に

入
る
の
は
い
つ
も
ど
お
り
の
灌
木
と
ア
リ

塚
と
バ
オ
バ
オ
の
木
だ
け
。
そ
ん
な
光
景

が
延
々
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
続
く
こ
と

を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
ひ
た

す
ら
早
く
着
く
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
六
時

間
は
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
と
り
あ
え

ず
ナ
イ
ル
川（
ビ
ク
ト
リ
ア
ナ
イ
ル
）に
着

い
た
時
に
は
、
尻
の
痛
み
と
騒
音
か
ら
解

放
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
ま
し
た
。

　

ナ
イ
ル
川
を
渡
る
に
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗

る
の
で
す
が
、
こ
の
フ
ェ
リ
ー
は
日
本
人

が
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
船
と
は
程
遠
い

乗
り
物
で
す
。
フ
ェ
リ
ー
と
い
う
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
筏
に
近
い
渡
し
船
の
よ
う
な
シ

ロ
モ
ノ
で
し
た
。
そ
の
渡
し
船
に
車
を
載

せ
、
現
地
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ナ
イ
ル
を

渡
り
ま
し
た
。

　

渡
っ
て
さ
ら
に
し
ば
ら
く
行
く
と
ロ
ッ

ジ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
夜
の
宿
で
し

た
。
ロ
ビ
ー
に
は
巨
大
な
二
本
の
象
牙
が

飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
立
派

な
の
で
日
本
に
持
っ
て
帰
れ
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
値
段
を
聞
く
と
と
て
も
高

価
で
手
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

夜
に
は
観
光
客
向
け
の
シ
ョ
ー
が
上
演

さ
れ
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
食
事
を
す
る
の

で
す
が
、
食
事
の
味
も
シ
ョ
ー
で
演
じ
ら

れ
る
芸
も
僕
を
感
動
さ
せ
る
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
マ
ー
チ
ソ
ン
フ
ォ
ー
ル
ズ
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
は
ビ
ク
ト
リ
ア
ナ
イ

ル
の
両
岸
に
広
が
る
広
大
な
動
物
保
護
区

で
、
よ
そ
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
動
物
が
い
る
と
い
う
話
で
し
た
。
僕

が
見
た
の
は
、
湿
地
帯
の
中
に
完
全
に
体

を
隠
し
て
い
た
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
が
突
然
、

我
々
の
車
の
横
へ
、
ま
る
で
忍
者
の
よ
う

に
飛
び
出
し
て
来
た
こ
と
や
、
非
常
に
珍

し
い
シ
ロ
サ
イ
が
二
頭
に
、
木
に
登
っ
て

い
る
豹
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
も
感
動
し
た
の
は
動
物
よ
り
マ
ー
チ

ソ
ン
滝
で
し
た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
滝
に
比
べ

る
と
規
模
は
小
さ
く
、
高
さ
は
四
十
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
。
そ
れ
で
も
遠
く
か
ら
水
煙
が

上
が
り
、
近
づ
く
に
つ
れ
音
と
水
勢
が
増

し
て
く
る
の
で
迫
力
は
満
点
で
す
。

　

マ
ー
チ
ソ
ン
滝
へ
行
く
た
め
に
船
に
乗

り
、
そ
の
途
中
の
川
の
中
で
は
カ
バ
の
群

れ
が
ひ
し
め
い
て
い
た
り
、
巨
大
な
ク

ロ
ッ
コ
ダ
イ
ル
が
た
く
さ
ん
岸
辺
に
集

ま
っ
て
眠
っ
て
い
た
り
、
大
き
な
口
を
あ

け
て
横
た
わ
っ
て
い
る
姿
は
見
も
の
で

す
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
野
生
の
ワ
ニ

を
見
た
の
は
こ
の
と
き
が
は
じ
め
て
で
し

た
。

　

さ
て
、
来
た
か
ら
に
は
帰
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
帰
り
道
も
あ
の
ガ
タ
ガ
タ
道
を

三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
脱
落
し
た
マ

フ
ラ
ー
は
修
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
苦
痛
の
ド
ラ
イ
ブ
に
は
違
い
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

アフリカ編

ナイル川を渡る

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子

17

�

（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、�そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。�１ドル
360円の超円安の中、�持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。�その後、�アフリカ、�
ヨーロッパ、�アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。�70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、�上梓。イラストは久志本雅子。�
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体1620円（税込み）
�（引き続き㊦発行予定）

八尾南

寄 席

女
子
会
や

デ
ー
ト
に
人
気

裏
難
波
に

オ
ー
プ
ン

本荘明裕区長

〝
あ
な
た
〟 を
見
出
す



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年１２月１５日（金）

間寛平 さ　　ん  かしわら笑顔大使 就　　任

左から乾一柏原市議会議長、冨宅正浩
柏原市長、間寛平さん

か
し
笑
の

　
門
に
は

　
福
来
る

　「かしわら笑顔大使」にタレントの間寛平さん（68）が
任命された。笑顔あふれる街として盛り上げようとする柏
原市のユニークな取り組みだ。
　間さんは柏原高校（現・東大阪大学柏原高校）を卒業。
在学中は野球部に所属していた。11月30日に吉本興業大阪
本部で行われた就任会見では、練習中に畑からブドウを
こっそりもいで食べたことを告白し、笑いをとった。
　来春をめどに間さんが写ったポスターを柏原市内に貼
り、市民に自由に「楽

・
書き」してもらう企画などを考えて

いる。

柏原市

　

口
に
入
れ
る
と
、
卵

の
深
い
味
わ
い
が
広
が

る
。
し
っ
と
り
し
て
、
し

か
も
ふ
ん
わ
り

し
た
感
覚
。
今

ま
で
食
べ
た
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

と
ま
っ
た
く
違

う
。
８
月
27
日

に
近
鉄
八
尾
駅

前
に
で
き
た
Ａ

Ｍ
’ｓ 

Ｆ
Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｙ
（
ア
ム

ズ
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
）
の
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
は
革

命
だ
。

　

代
表
の
保
田
亜
由
巳
さ

ん
（
41
）
に
そ
の
理
由
を

聞
い
て
み
た
。
答
え
は
シ

ン
プ
ル
で
、
冷
凍
卵
白
な

ど
を
一
切
使
わ
ず
、
九
州

産
の
新
鮮
な
卵

を
２
日
に
１
度

取
り
寄
せ
て
い

る
と
い
う
。
生

ク
リ
ー
ム
も
無

添
加
の
も
の
を

使
い
、
徹
底
的

に
素
材
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
一

つ
一
つ
手
作
り

だ
。
自
然
の
味

わ
い
が
こ
ん
な

に
も
感
動
を
与
え
る
も
の

か
と
記
者
は
密
か
に
驚
い

た
。

　

17
歳
の
頃
か
ら
の
趣
味

で
お
菓
子
作
り
を
し
て
い

た
保
田
さ
ん
は
、
い
つ
か

は
店
を
開
き
た
い
と
い
う

夢
を
抱
い
て
い
た
。
40
歳

を
迎
え
た
と
き
、「
人
生

80
年
。
あ
と
半
分
し
か
な

い
。
今
が
夢
を
叶
え
る
と

き
」
と
覚
悟
を
決
め
、
通

信
制
で
１
年
間
本
格
的
に

製
菓
の
勉
強
を
し
た
。
家

族
も
賛
成
し
、
後
押
し
し

て
く
れ
た
。

  

中
学
時
代
か
ら
の
友

人
、
田
井
睦
さ
ん
（
41
）

に
相
談
す
る
と
、「
ぜ
ひ

一
緒
に
や
ろ
う
」と
即
答
。

２
人
で
難
波
の
道
具
屋
筋

に
行
き
、
調
理
器
具
を
探

す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。

道
具
屋
筋
の
店
で
開
か
れ

て
い
た
製
菓
の
講
習
会
に

も
２
人
で
参
加
し
た
。
ジ

ョ
ギ
ン
グ
や
筋
ト

レ
で
体
力
づ
く
り

も
。

  

店
名
の
ア
ム

ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
２
人
の
名
前

あ4

ゆ
み
と
む4

つ
み

か
ら
取
っ
た
。
ス

タ
フ
も
お
客
様
も

み
ん
な
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
思
い
を
込

め
た
と
い
う
。

　

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
の
ブ
ー
ム
が
来

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
だ
と
商
品

を
絞
っ
た
。

  

目
標
は
全
国
展
開
だ
。

ア
ム
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

全
国
に
広
げ
、
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
で
多
く
の
人
を
幸

せ
に
し
た
い
と
い
う
。
２

人
の
活
躍
を
見
守
り
た

い
。

　フエキ糊といえば、赤い帽子のフエキ
くんとしてご存じの方も多いのではない
だろうか？　素材にもこだわり、100%
の生でんぷんを使用した地球環境に優し
い商品作りがフエキの売りだ。不易糊工
業株式会社（八尾市竹渕東2-62）は明治
19年（1886年）に足立商店として創業し
た。今からおよそ130年前のことである。
 （嶋津亮太）

平成29年度 歳末警戒部隊 発足式

梶
田
安
彦
社
長
（
以
下
梶
田
）「
不
易
糊
工
業
（
以

下
フ
エ
キ
）
は
明
治
19
年
が
創
業
で
ね
、
最
初
は
足

立
商
店
と
い
う
名
称
で
南
久
宝
寺
に
店
を
構
え
ま
し

た
。
足
立
家
に
は
代
々
男
の
子
が
生
ま
れ
て
い
ま
し

て
ね
、
長
男
が
事
業
継
承
を
す
る
と
い
う
の
が
通
例

と
な
っ
て
い
ま
し
た
」

嶋
津
亮
太
記
者
（
以
下
嶋
津
）「
そ
れ
で
は
、
梶
田

社
長
も
足
立
家
の
末
裔
と
…
」

梶
田
「
そ
れ
が
違
う
ん
で
す
」

嶋
津
「
え
？　

そ
う
な
ん
で
す
か
？
」

梶
田
「
は
い
。
あ
れ
は
私
が
専
務
の
時
で
し
た
。
会

社
の
経
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
っ
て
ね
。そ
れ
で
ね
、

『
こ
の
会
社
を
た
た
も
う
か
』
と
い
う
話
ま
で
出
た
。

先
々
代
の
社
長
が
『
幸
い
土
地
も
あ
る
。
技
術
も
あ

る
。
落
ち
た
（
売
上
）
と
言
っ
て
も
不
易
糊
は
あ

る
。
今
の
う
ち
に
ど
こ
か
へ
渡
す
の
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？
』
そ
う
私
に
相
談
し
て
き

ま
し
た
」

嶋
津
「
は
い
」

梶
田
「
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
20
年
に

わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
中
小
企
業

が
苦
労
し
ま
し
た
。
当
然
、
う

ち
も
非
常
に
苦
労
し
た
」

嶋
津
「
そ
れ
で
ど
う
の
よ
う

に
お
答
え
に
な
っ
た
の
で
す

か
？
」

梶
田「『
そ
れ
は
ダ
メ
だ
』と
。
Ｍ
＆
Ａ（
企

業
の
合
併
や
買
収
）
な
ど
に
理
解
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
私
た
ち
の
ク
ラ

ス
（
規
模
）
が
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
う
と
、

フ
エ
キ
糊
と
い
う
も
の
自
体
が
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
不
安
に
な
り
ま

し
た
」

嶋
津
「
会
社
だ

け
で
な
く
、
精

神
ま
で
な
く
な

る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
さ
れ

た
」

梶
田
「
フ
エ
キ

は
残
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

 

こ
の
ま
ま
で
は
フ
エ
キ
が
な
く
な
る
。
梶
田
社
長

は
行
動
を
起
こ
し
た

梶
田
「
不
易
糊
工
業
は
明
治
19
年
か
ら
代
々
足
立

の
血
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ま
ず
私
が
す
る
べ

き
こ
と
は
、
足
立
の
末
裔
を
探
す
こ
と
で
し
た
」

嶋
津
「
探
す
、
と
い
う
の
は
？
」

梶
田
「
先
代
も
、
先
々
代
に
も
男
の
子
が
い
な

か
っ
た
ん
で
す
。
正
確
に
は
先
々
代
に
は
男
の
子

は
い
た
。
で
も
ね
、
小
学
６
年
生
の
時
に
亡
く
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
事
業
継
承
を
す
る
者
が
い
な

い
。実
は
そ
の
彼
と
僕
は
同
い
年
だ
っ
た
よ
う
で
。

も
ち
ろ
ん
実
際
に
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
先
々
代
に
は
よ
く
し
て
も

ら
っ
た
恩
が
あ
る
」

嶋
津
「
な
る
ほ
ど
、
フ
エ
キ
の
歴
史
は
足
立
家
の

歴
史
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
足
立
家
の
血
を
絶

や
し
て
は
い
け
な
い
。
だ
か
ら
探
し
た
、
と
」

梶
田
「
私
は
名
簿
を
片
手
に
秋
田
か
ら
鹿
児
島
ま

で
８
カ
月
ほ
ど
か
け
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。
足
立

の
血
脈
を
受
け
継
ぐ
者
を
必
死
に
な
っ
て
探
し

た
。
で
も
、
い
な
か
っ
た
。
正
確
に
は
い
た
の
で

す
が
、
会
社
を
経
営
す
る
に
は
ま
だ
充
分
な
年
齢

を
迎
え
て
い
な
い
」

■　
　
　
　
　

□

　

梶
田
社
長
（
当
時
専
務
）
は
途
方
に
暮
れ
た
と

い
う
。
も
は
や
お
手
上
げ
。
だ
が
、
フ
エ
キ
を
な

く
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

 　
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
浮
き
上
が
る
。
そ
こ

ま
で
し
て
、
な
ぜ
フ
エ
キ
の
存
続
に
こ
だ
わ
る
の

か
。
そ
の
答
え
は
１
３
０
年
と
い
う
フ
エ
キ
の
歴

史
に
あ
る
。
フ
エ
キ
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を

ざ
っ
と
振
り
返
ろ
う
。

 　
明
治
19
年
、
不
易
糊
工
業
株
式
会
社
の
前
身

「
足
立
商
店
」
創
業
。
当
初
は
、
不
易
糊
工
業
で

は
な
く
足
立
商
店
と
い
う
名
だ
っ
た
。
創
業
者
は

８
代
目
足
立
市
兵
衛
。

　

足
立
家
は
元
々
飫お

肥び

藩は
ん

（
宮
崎
県
）
出
身
の
商

人
。

　

飫
肥
藩
の
特
産
で
あ
る
飫
肥
杉
や
椎
茸
な
ど
を

船
で
運
ん
で
は
京
阪
神
で
販
売
し
て
い
た
。

　

市
兵
衛
の
下
に
は
２
人
の
弟
が
い
た
。
市
兵
衛

は
活
発
で
行
動
的
、
弟
は
今
で
い
う
東
京
工
業
大

学
を
出
て
い
る
理
系
。
対
極
の
感
性
を
持
つ
足
立

兄
弟
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
、
後
の
フ
エ
キ
の
目

ま
ぐ
る
し
い
発
展
へ
と
繋
が
る
。 

（
つ
づ
く
）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893
アムズ・ファミリー
♡ 保田亜由巳さん ♡田井　　睦さん

谷畑孝 衆議院議　員 を囲み
経営セミナー開催

梶田安彦社長（65）に聞く

トップ

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
で
多
く
の
人
を
幸
せ
に

弱
者
に
光
を
当
て
る
政
治
貫
き
27
年

決
意
新
た
に

柏
原
市
を

立
て
直
す

不
易
糊
工
業
株
式
会
社

⻆
田
禮
子 （
関
西
消
費

者
連
合
会

） 理
事
長
が

１
日
警
察
署
長
務
め
る

店頭で、保田亜由巳さん （左） と田井睦さん

赤い帽子のフエキくん

政治哲学を力説する谷畑孝衆議院議員

常に前向きな梶田安彦社長

隊員の士気を高める⻆田禮子理事長

　

大
柄
の
男
は
タ
バ
コ
を
足
で
も
み
消
す
と
、
名

乗
っ
た
。

　
「
サ
ー
シ
ャ
と
申
し
ま
す
。
あ
な
た
は
ソ
連
の

歴
史
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か
」

　

唐
突
な
質
問
に
怯
ん
だ
が
、「
も
ち
ろ
ん
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
関
す
る
こ
と
は
す
べ
て
関
心
が
あ
り

ま
す
」
と
答
え
た
。

　

サ
ー
シ
ャ
の
頬
が
緩
ん
だ
。

　
「
私
は
キ
エ
フ
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
ま
す
。

専
門
は
歴
史
で
、
今
は
ソ
連
時
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ

を
掘
り
出
し
整
理
し
て
い
ま
す
」

　
「
ソ
連
が
崩
壊
し
て
四
半
世
紀
も
経
つ
の
に
、

ま
だ
そ
ん
な
ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ
る
の
で
す
か
」

　
「
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
よ
。
レ
ー
ニ
ン
も
ス
タ

ー
リ
ン
も
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
蛮
行
を
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
し
て
い
ま
す
」

　
「
想
像
は
で
き
ま
す
ね
」

　
「
副
産
物
と
い
う
べ
き
か
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
掘
り

出
し
て
い
る
う
ち
に
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
だ
っ

た
の
で
す
」

　
「
レ
ー
ニ
ン

が
で
す
か
」

　
「
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私

は
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
に
も
興
味

が
あ
り
調
べ
て

い
ま
す
。
１
９

１
７
年
に
ロ
シ

ア
革
命
が
起
こ

り
ま
し
た
が
、

同
じ
年
に
ア
メ

リ
カ
で
は
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
設
立
者

の
メ
ル
ビ
ン
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
保
険
代
理
店
経
営
者
で
フ
リ
ー
メ

イ
ソ
ン
で
し
た
。
さ
ら
に
遡
り
、
１
９
０
５
年
。

ロ
シ
ア
で
は
第
一
革
命
が
起
こ
り
、
ア
メ
リ
カ
で

は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設

立
者
の
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
は
弁
護
士
で
フ
リ
ー
メ

イ
ソ
ン
で
し
た
」

　
「
驚
く
べ
き
符
合
で
す
ね
」

　
「
そ
う
な
の
で
す
。
私
は
密
か
に
仮
説
を
立
て

ま
し
た
。
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
が
幸
福
に
な
る

た
め
に
、
１
０
０
年
前
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
が
ロ
シ

ア
と
ア
メ
リ
ア
で
実
験
し
た
の
で
は
、
と
。
ロ
シ

ア
で
は
革
命
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
資
本
家

に
よ
る
奉
仕
に
よ
っ
て
」

　

あ
ま
り
に
も
壮
大
な
話
に
、
私
の
頭
は
つ
い
て

い
け
な
い
。
サ
ー
シ
ャ
は
続
け
る
。

　
「
ロ
シ
ア
で
の
実
験
は
１
９
９
１
年
の
ソ
連
崩

壊
で
失
敗
に
終
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の
実
験
は
今

年
ト
ラ
ン
プ
が
大
統
領
に
な
っ
た
こ
と
で
失
敗
に

終
わ
り
ま
し
た
」

　

頭
が
く
ら
く
ら
し
て
き
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
92

フリーメイソンによる実験

八尾市東本町3-9-36
TEL072-923-3755
《営業時間》
11時～20時（定休日：日曜日）
近鉄八尾駅から徒歩2分

AM’s FAMILY
（アムズ・ファミリー）

第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 30年８月 31日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 TEL（03）3375-1015　FAX（03）3374-0378
名古屋営業所 TEL（052）409-3093　FAX（052）409-3094
大阪営業所 TEL（06）6533-1271　FAX（06）6543-0914
和歌山営業所 TEL（073）451-9004　FAX（073）451-9076
福岡営業所 TEL（092）511-5923　FAX（092）511-5917

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
２４

Ono　Aki　Concert
ラテン、ボサノヴァ、オリジナルを中心に活躍する八尾市
在住の歌姫Ono Aki が、プリズムホールで華やかに歌う
■出演
●Ono Aki ●Gt. 筒井裕之 ●Vn.REIKO
●Perc. 高野正明 ●Pf. 宮川真由美 ●Bs. 坂崎拓也●Perc. 池田安友子
■Ono Aki プロフィール
日本を代表するボイストレーナー　佐々木勉氏（VOICE　STUDIO
代表）に師事。ジャズ・ラテン・ボサノヴァ・ポップス、オリジナル
を中心に国内外で活躍するミュージシャンとホテル、イベント、パー
ティー、ライブで演奏。最近ではオペラ、クラシック、カンツオーネに
取り組む。2012年および2016年、2017年にはウクライナで歌う。
2016 年 11 月、ニュージーランドのジャパンフェスティバルに出
演。オリジナル曲 6曲を収録したCDブック「Charisma」を 2017
年秋に発売
　　     ■演奏予定曲
　　　   スペイン・バラ色の人生・マイファニーバレンタイン・
　　　   チコチコノフバー・Time to say goodbye など予定。

 
 

 

 

 

 
 

 

 

2018年４月14日（土）
14時～15時30分（予定）《開場13時30分》
会場：八尾市文化会館プリズムホール・小ホール

全席指定

国
内
外
で
活
躍
す
る
ジ

ズ
ミ

ジ
シ
ン
と
共
演

国
内
外
で
活
躍
す
る
ジ

ズ
ミ

ジ
シ
ン
と
共
演

会場：八尾市文化会館プリズムホール・小ホール
前売り2,000円（当日は500円加算）全席指定
※小学生未満はご入場できません Perc. 池田安友子

　

平
成
29
年
度
歳

末
警
戒
部
隊
発
足

式
が
11
月
29
日
に

ア
リ
オ
八
尾
１
階

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
「
レ
ッ
ド
コ

ー
ト
」（
八
尾
市

光
町
） 

で
開
か
れ

た
。

　

12
月
は
犯
罪
が

増
え
る
月
。
１
件

で
も
犯
罪
を
防
ぐ

た
め
、
八
尾
警
察

署
が
「
歳
末
警
戒

部
隊
」
を
発
足
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
八

尾
警
察
署
内
で
行

っ
て
い
た
が
、
市
民

に
知
っ
て
も
ら
う
と

会
場
を
レ
ッ
ド
コ
ー

ト
に
移
し
た
。

　

１
日
警
察
署
長
に

選
ば
れ
た
⻆
田
禮
子

理
事
長
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
関
西
消
費
者
連
合

会
）
は
厳
か
な
雰
囲

気
の
な
か
挨
拶
し
、

隊
員
の
士
気
を
高
め

た
。

　

発
足
式
の
後
に
は

大
阪
府
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
も
開
か
れ
、
参

加
者
の
耳
を
楽
し
ま

せ
た
。

　

谷
畑
孝
衆
議
院
議
員
を
囲
み
経
営

セ
ミ
ナ
ー
が
11
月
27
日
に
シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺

区
上
本
町
６
）
で
開
か
れ
た
。

　

27
年
間
の
議
員
生
活
の
な
か
で
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
は
「
弱
者
に
光

を
当
て
る
政
治
」
だ
。
１
度
も
落
選

す
る
こ
と
な
く
こ
ら
れ
た
の
は
こ
の

精
神
を
貫
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
支
援

者
、
地
域
の
名
士
、
府
議
会
議
員
、

市
議
会
議
員
約
２
５
０
人
が
参
加

し
、
谷
畑
議
員
の
熱
い
言
葉
に
耳
を

傾
け
た
。

　

冨
宅
市
長
は
今
年
２
月
の
柏
原
市
長
選

で
選
ば
れ
た
。
不
祥
事
や
逼
迫
し
た
財
政

で
袋
小
路
に
入
り
込
ん
で
い
た
柏
原
市
を
立
て
直
そ

う
と
、
冨
宅
市
長
は
何
で
も
や
っ
て
き
た
。
市
長
の

公
用
車
ま
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
売
却
。
市
の
財

政
か
ら
考
え
れ
ば
決
し
て
大
き
な
金
額
で
は
な
い

が
、
そ
の
心
意
気
が
大
切
だ
。
柏
原
市
議
会
に
熱
い

思
い
が
伝
わ
り
、
柏
原
市
役
所
全
体
に
広
が
っ
た
。

さ
ら
に
柏
原
市
民
へ
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

  

囲
む
会
に
は
冨
宅
市
長
と
同
い
年
の
吉
村
洋
文
大

阪
市
長
は
じ
め
谷
畑
孝
衆
議
院
議
員
、
中
谷
恭
典
府

議
、
乾
一
柏
原
市
議
会
議
長
ら
政
界
の
名
士
が
駆
け

つ
け
た
。
公
務
の
た
め
来
場
で
き
な
か
っ
た
松
井
一

郎
大
阪
府
知
事
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
激
励
し
た
。

  

会
場
に
は
支
援
者
ら
５
０
０
人
以
上
が
集
い
、
冨

宅
市
長
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

冨
宅
正
浩
柏
原
市
長
（
42
）
を
囲
む

会
が
11
月
29
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
６
）

で
開
か
れ
た
。

インタビュー

代表取締役社長

梶田 安彦氏

足立家末裔探し秋田から鹿児島まで

冨宅正浩柏原市長を囲む会 500人集う

力強く挨拶する冨宅正浩柏原市長

創業130年
フエキを残さなければ
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